
知ることで子どもがもっと笑顔になる
もしかして...と思った今が「最初の一歩」

困っている子どもたちを

　　理解するために

 診断がつかなくても、生きづらさを感じながら生活している子どもたちがいます。

保護者として、学校・地域として、私たちにできることを一緒に考えてみませんか？

◉ 先生から“大丈夫”と言われたけど、どうしても気になる

◉ 家庭では落ち着いているのに、学校ではうまくいかない

◉ 集団が苦手だけど、発達障がいとは診断されなかった

講演会では、子どもたちの小さなサインを見逃さず、

「いま私たちにできること」を考えるきっかけをお届け

します。

司会進行

特定非営利活動法人すがもキッズ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事：西村　　学

略歴：大学卒業後、進学塾に約10年間講師として勤務。

1 9 9 0年代、不登校児の急速な増加に伴い、通信制

高校と連携したサポート校の設立メンバーとして参画。

2008年、海外赴任者の子どもたちの学習支援のため

米国オレゴン州ポートランドに事業所を開設。2020年、

カンボジアの貧困地域の子どもたちを支援するため

アンコールワットに事業所を開設。世界のどこへ行っても

「困っている子ども」に、気づけていない社会に危機感を

抱き、自ら心理学やカウンセリングに関する知識を深め

2022年より相模原市およびポートランド・シアトルで

講演活動を開始。著書に「トンビは鷹を産まない(仮称)」

著書推薦人：丹治康一《アメリカの児童発達専門医》

大人の視点で子どもを理解しようとするのではなく、子どものレ

ンズを通して世界を感じることの大切さを教えてくれる一冊です。

「うちの子だけ？」と思ったら、ぜひご参加ください。
ひとりで悩まず、まず“知ること”から始めてみましょう。

【後援】相模原市・相模原市教育委員会・相模原市社会福祉協議会

助成事業




